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シネマ今昔物語　「007スペクター」の巻
　12 月 4 日から「007スペクター」が公開されています。「スターウォー
ズ　フォースの覚醒」とともにお正月映画の目玉ですね。6 代目ボンド
のダニエル・クレイグも 4 作目で、もう、すっかり板に付いていますが、
6 代目の候補として、ダニエルの名前が挙がったときには、世界中のボ
ンドファンが猛反対しました。なぜかというと、彼の金髪、碧眼がネッ
クだったのです。というのは、ボンド映画では、金髪、碧眼は悪玉の象
徴だったからです。2 作目で、列車の中でボンドを襲うロバート・ショー
演じる殺し屋もそうでした。だから、金髪、碧眼のダニエルを見たとき、
ファンは「あれではスペクターの殺し屋ではないか」と思ったのです。
しかし、製作者の英断でダニエルに決まり、「カジノロワイヤル」という
名作が誕生し、ファンの心配は杞憂に終わりました。ダニエルの風貌は
往年のスティーブ・マックイーンを思わせるものがあります。それに合
わせてボンドの設定も変わりつつあります。
美女を見るや、手当たり次第にものにして
いた以前のボンドとは異なり、ダニエル演
ずるボンドはストイックで、一人の女性を
真剣に愛します。世界中が深刻な問題を抱
えている今、遊び人で奔放な主人公は、も
う受けなくなってしまったのかもしれませ
ん。ところで、今回の副題は「スペクター」
です。スペクターはかつてのボンドの宿敵
の秘密結社の名前です。この副題から原点
に返ろうという意志も読みとれます。6 人
のボンドを見比べてみるのも面白いかもし
れませんよ。（R.I）

Facebookでコミュニティを楽しもう　⑨
　現在はスマートフォン全盛の時代です。多くの方が携帯電話をスマー
トフォンに替え、以前はコンピュータが無いと出来なかったさまざま
なことが手元で出来る、すごい！「未来」だ！とか思っています。
　小欄でご紹介している Facebook（以下 FB）もその流れに乗じるよ
うにユーザーを増やしてきました。スマートフォン難しい、と思って
いる方も少しだけ頑張って FB の世界に足を踏み入れてほしいと思いま
す。
　以前は手紙、電話、と、相手を意識して働きかけなければ不可能だっ
た「友達とのつながり」を FB によって手元で確認する。どうでしょう。
今よりも少し豊かな文化のように感じませんか？
　さまざまな「人の思い」がインターネット上で触れあって、新しい
変化が起こることもある FB の世界に少し近づいてみましょうよ。

Takashi MATSUO

薩摩焼酎・黒糖焼酎大試飲会
―鹿児島県産焼酎83蔵元約660銘柄―

●日時／1月20日㈬13時～20時
●会場／ソラリア西鉄ホテル  ・主催／南九州酒販㈱
●チケット／当日券1500円、  前売券1,000円
　味わいの異なる各々の蔵の特性を思う存分ご堪能で
きます。楽しいイベント盛り沢山。来場者全員に厳選
焼酎 720㎖や特製焼酎グラスのプレゼントもあります。
＊４名の方へ招待券プレゼント（お一人様１枚）
※応募方法は４頁読者プレゼントによる

黄櫨新春特別号③平成 28年度版発刊
　直木賞作家・安部龍太郎先生の「まえがき」を劈頭に置く本誌は日
本一贅沢な本であり、執筆者 27 名は日本一の
幸せ者と云えます。
今年も新年に寄せる熱い思いを満載した原稿を
頂きました。人間いくつになっても志さえ失な
わなければ歳は関係ないことがよく分かります。
　　――  本誌「あとがき」より
　年の始めに、生きる知恵と勇気を与えてくれ
る一冊です。お正月休みにご一読下さい。
　Ｂ 6 判ソフト表紙　1 冊 540 円
　お申し込み　㈱東兄弟〒 834-0025
　八女市祈祷院 563　☎ 24-2111
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今
は
昔
の
…
…

　
　
　
　
　
　
　
深
町
　
凖
之
助

も
ー
ぐ
ら
打
ち

も
ー
ぐ
ら
打
ち
の
十
四
日

声
を
ち
か
ら
に
藁わ
ら

を
く
く
り
付
け
た
竹
で

地じ
べ
た面
を
叩
く

も
ぐ
ら
は
あ
わ
て
る

こ
り
ゃ
か
な
わ
ん

逃
げ
ろ
逃
げ
ろ

―
―
人
間
ち
ゃ
ど
げ
な
こ
っ
で
ん

　
　
す
る
ば
い

　
　
何な
ん

ば
す
る
か
分
ら
ん

追
わ
れ
た
も
ぐ
ら
が
地
下
で

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る

一
月

空
か
ら
ふ
わ
り

雪
が
降
っ
て
く
る

赤
を
代
表
す
る
色
。
顔
料
の
朱
が
色
名
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
朱
色
は

古
代
よ
り
権
威
の
象
徴
。
鳥
居
の
色
、
印
鑑
に
使
う
朱
肉
の
色
で
す
。

　
ふ
だ
ん
は
悪
童
た
ち
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
鎮
守
の

社
に
、
正
月
前
に
な
る
と
大
き
な
幟
が
立
っ
た
。
私
が
小

学
生
の
頃
元
日
は
登
校
日
、
雑
煮
も
そ
こ
そ
こ
に
学
校
へ
。

こ
の
日
の
先
生
は
い
つ
も
と
違
う
出
立
ち
で
校
長
先
生
は

正
装
、
男
先
生
は
背
広
で
威
厳
を
正
し
、
和
装
、
袴
姿
の

女
先
生
は
子
ど
も
の
目
に
も
艶あ

で

や
か
だ
っ
た
。
講
堂
で

　
年
の
始
め
の
た
め
し
と
て
…
「
一
月
一
日
」
を
力
い
っ

ぱ
い
歌
う
。
お
祝
い
に
紅
白
の
餅
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気

も
す
る
が
六
十
年
以
上
前
の
記
憶
は
い
ず
れ
も
お
ぼ
ろ
げ

だ
。
飛
ぶ
よ
う
に
家
へ
帰
る
と
お
年
玉
。
そ
の
後
晴
れ
着

に
着
替
え
て
家
族
揃
っ
て
初
詣
に
出
発
。
指
折
り
数
え
て

待
つ
正
月
は
子
ど
も
に
と
っ
て
一
年
で
一
番
楽
し
い
行
事

だ
っ
た
。

　
今
年
も
東
の
空
、
奥
八
女
の
山
並
み
か
ら
昇
る
日
の
出

は
朱
色
に
輝
き
私
た
ち
に
幸
せ
を
降
り
注
ぐ
。

お
土
産
の
一
例
に
な
り
ま
す
。

演　題　「孔門について」
講　師　合原　長俊    先生（元伝習館高校校長）
日　時　１月２３日（土）１３：３０～
場　所　八女市社会福祉会館

黄櫨の会
公開講座

聴講無料
どなたもお気軽に

ご来場下さい


